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去る2月28日(金)に第33回運営委員会総会が、羽田本

社ビルにて開催されました。上程された議案は全て可

決され、第33期がスタートしました。

★第32期の活動報告

〇加入拡大について

例年同様、荏原製作所の新入社員は100名程度となりましたが、同時

に離職者も多い傾向にあります。その他、個人共済に未加入の会員が

基幹職に昇格、定年退職等のまとまった減少もあり、結果としては33

名増の4,510名にとどまりました。

個人共済の加入者は、社員ベースで35名減、家族ベースで52名減と

なりました。様々な拡大特典を計画して取り組んだ拡大活動により、

口数は増加していますが、新規の加入者数が期中の人員減少を超える

ことができませんでした。

家族を含めた加入者数は年々減り続けているので、口数の増加の取

り組みに合わせて、新規加入者の取り組みにも力を入れる必要がある

ことがわかりました。

団体ごとの個人共済加入拡大結果では、全体として目標の40.7％の

達成と振るわなかった中でも、荏原フィールドテック労働組合のみが

拡大目標を大きく達成しました。荏原フィールドテック労組は毎年拡

大目標を達成しており、関係者の努力に頭が下がるばかりです。

〇給付額について

32期の給付総額は31期に比べて約1450万円多くなりました。

組織共済給付金の増額は、結婚や出産のお祝い金の件数が増えたこ

と、大型台風による火災等見舞金件数が増えたことが主な要因です。

個人共済給付金の増額は、Ａ型の死亡給付が増えたこと、入院日数の

長い給付が多かったことが主な要因です。

〇基幹職昇格者の継続・新規加入の取り組み

基幹職へ昇格されると、組合員・従業員会員資格を失いますが、個

人共済の加入は継続することが出来ます。年齢的にも一番保険を身近

に感じる基幹職層の取り込みは、共済会には無くてはならないもので

す。

32期は基幹職昇格者のうち60名が個人共済加入者で、昇格後も継続

して頂いた方は58名となりました。ほぼ全員に加入継続していただき、

この場を借りて感謝致します。

また、個人共済未加入の基幹職昇格者に対して、直接案内を送付し

て勧誘活動を行い、多くの方に加入いただきました。現基幹職の方で、

共済に未加入の方はまだまだいらっしゃいますし、共済会に加入でき

ないと思っている方もいらっ

しゃいます。給付の内訳を

見ると、多くの基幹職の方

にも給付していますので、

是非、共済会への加入の検

討をお願いします！

共済ニュースは管理職を含む全従業員に配布していますホームページアドレス：http://www.ebarakyosai.jp/
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役職 氏名 団体 役職 氏名 団体

運営委員長 古川　央生 荏原風力機械 中嶋　俊雄 荏原合同

石橋　繁 荏原合同 菅瀬　嘉男 荏原風力機械

松村　一歩 荏原合同 西秋　智博 荏原電産

山田　隼人 荏原フィールドテック 高野　穣輔 荏原フィールドテック

兼平　義治 水ing 坂内　伸隆 荏原冷熱システム

事務局長 古内　利和 荏原合同 府川　敏治 水ing

片山　恵介 荏原冷熱システム

山﨑　拓人 荏原合同

副運営委員長

会計監査

団体代表者

★33期活動方針
活動方針を説明するうえで、現在の加入者分布の分析結果を事務局

より報告しました。結論から申しますと、社員の40％程度しか加入し

ていないことが分かりました。まだまだ共済会の良さを伝えきれてな

いことを反省材料とし、以下を活動方針と定めました。

①組織人員5000人を目指して！

2020年1月現在、4510名の組織共済加入者がいます。共済会の規模を

見るうえで、組織人員数はとても重要なものであり、共済未加入の基

幹職への働き掛けを行いながら、拡大を推進していきます。

②個人共済の加入率60％を目指して！

「まず少額でもいいから加入してもらう」ことを大前提として、拡

大活動を進めていきます。共済の良さは加入してみなければわからな

い面もありますし、新規加入よりも増額の方がハードルが下がります。

口コミ等の草の根活動を地道に続けることで、「共済の輪」に入って

もらうことを継続していきます。

中途入社の方は、保険を身近に感じる年齢や家族構成のケースが多

いので、直接対話で共済会の説明ができる機会を設けられるよう、会

社とも連携して進めていきます。

③安心あったかサポート「おひさま」の拡大を目指して！

「おひさま」の認知度が徐々に上がってきたためか、加

入者が年々増加しています。共済会のＡ型給付だけでは、

残念ながら扶養家族がいる場合には少し物足りません。そ

の補完として、また年金として給付を受けられる「おひさ

ま」はとても魅力的な制度です。共済会なので掛金もお手

頃で還元金もあります。共済会員の役に立てる制度として

維持していくために、継続的な拡大活動を進めていきます。

総会にて剰余金処分案が可決され、個人共済会員への還元金総額が

決定しました。今年の還元率は、年間掛金合計の34.5％となりま
した。3月の給与にて「共済還元金」の項目で振り込まれます。また、

3月にお配りした共済証書にも還元金額が記載されていますので、合わ

せてご確認ください。

32期は非常に給付が多い年でした。それにも関わらず、会員の皆さ

んに年間掛金の3割を還元できる共済会まで成長させて頂きました。も

ちろん、会員の皆さんが健康で給付が少なくなれば、還元金は増える

仕組みですが、加入者が増えることも還元金を多くする大きな原動力

となります。給付を受けたことがある方は、ぜひ、「助かったよ！」

とか「他の保険よりも安いし、給付も早いよ！」等、周りの方にお伝

えください。合わせて、33期も皆さんに喜んでいただけるような拡大

特典を検討しますので、楽しみにしていてください。
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共済還元金を支給します！


